
 
 
 

発達障がいのある子の 
お父さんお母さんに聞いてみました 

 外出ができなくてとても退屈しています 

 家族が感染したらどうしよう 

 日頃からのスケジュールで変化に対応できた 

 厳しい状況だけど笑顔を絶やさずに 

 

今、こんな工夫 
しています 
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こんなことが 
心配です 
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こんなことで
困っています 
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こんな意外なことが 
ありました 

04 
今、親として 
感じていること 

05 
みなさんに 
伝えたいこと 
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※Part1～Part２に続いて公開！ 

 福岡市ペアレントメンター（※）

として活動いただいている保護

者のみなさんから、新型コロナ

ウイルス感染拡大や緊急事態宣

言に伴う、生活の体験談や思い

を寄せいただきました。 こんな時だから感じる困っていることや不安はありませんか？ 

うまくいった時一緒に喜んでくれる人が近くにいたらいいですね。 

体験談を通して、ご自身のことやお子さんのことを振り返り、 

一人で抱え込みそうな時は身近な理解者に伝えてみませんか？ 

 

〈 Part３〉2020.5.25 

※ペアレントメンターは、「信頼のおける相談相手」として、発達障がいのある子を育てながら、同じような立場の保護者の気持ちに寄り添う支
援をしています。福岡市が定めた研修を受講し登録している「福岡市ペアレントメンター」は、ゆうゆうセンターからの依頼で、児童発達支援セ
ンターや子育てサロンなどで体験談を話したり、保護者のお気持ちを聴いたりする活動をしています。 

新型コロナウイルス感染防止のためのさまざまな生活変化… 

親はどんな気持ち？家庭でどんな工夫している？ 



協力いただいた  
福岡市ペアレントメンターの 
お子さんたち 

 

 
 

 

  

学校に 
通っています 

・中学生や高校生、専門学校生です 
・通常学級に在籍している人も特別 
 支援教育を受けている人もいます 
・放課後等デイサービスを時々利用 
 している人もいます 

 
 

 

  

障がい者雇用で 
働いています 

・障がいをオープンにして支援を受けな 
 がら働いています 
・知的障がいのある人もない人もいます 
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障がい福祉サービス 
事業所を 

利用しています 

・知的障がいのない人もいれば、知的障 
 がいををあわせ持っている人もいます 
・就労系事業所を利用している人や生活 
 介護事業所などに通所している人たち 
 です 

 掲載している体験談は、福岡市ペアレントメンターの方よ
りいただきました（４月末～５月上旬に回答いただいた内容
です）。それぞれの子育てを通して感じていること、伝えた
いことをお寄せいただいています。同じような立場のご家族
に読んでいただきたいと思います。 
 ご感想や問い合わせはゆうゆうセンターまでお願いします
（掲載内容の転載・引用はお断りします）。 
 

福岡市発達障がい者支援センター 
（福岡市社会福祉事業団） 
 

TEL：092-845-0040（平日9～17時） 



新型コロナウイルス感染拡大や緊急事態宣言で、
学校が休校になったり、外出自粛要請がでたり、
生活の中でいろいろな変化が起きています。 
そんな中の「困っていること」をお聞きしました。 

家庭生活の
こと 

◇なぜ公園や施設が使えなくなっているのか説明できないし、理解もできないの
で、なんとなく本人は不安に感じている様子です。楽しみな外食やカラオケなど
にも行けないので、とても退屈しています。毎年、ゴールデンウイークはおばあ
ちゃんが遊びに来ますが、今年は来なかったので、気になっている様子です。
「ばあば！」とよくつぶやいています。 
（２０代息子・母） 

こんなことで
困っています 
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◇息子は、新聞の見出しやニュースをよく見るので、よくわからないなりに不安
な様子です。「コロナは○○のせい？」などと聞いてくることが多くなりました。
どうしようもないことが困ります。 
 仕方ないとわかっているようでしたが、ヘルパーさんとの活動はすべてなくな
り、ピアノのレッスンやプールもなくなり、ツタヤにも行けなくなりました。博
物館などの休館が相次いだときには、ショックな様子でした。 
 また、事業所の送迎車内が密になるとのことで、親が送迎することになり、少
し不自由を感じています。 
（２０代息子・母） 

◇子どもたちが暇と体力を持て余し、退屈しています。兄はそのイライラを弟に
向け、顔を合わせるとちょっかいをかけたり攻撃したりしています。弟は常に兄
の動向を気にして怯えています。できる限り活動の場と時間を分けていますが、
外出しづらい中では限度があります。 
 気晴らしの散歩などを勧めたところ、メディアで見聞きする「専門家」の言葉
にとても影響を受けている様子です。長男曰く、「みんなが家にいろと言うから、
外に出られない。健康のための運動は出ても良いと言うが、ラインがわからない。
自分はただのウォーキングやランニングに興味はない。モチベーションのもち方
も難しい。同調圧力を感じて苦しい」とのことでした。 
（１０代兄弟・母） 



新型コロナウイルス感染拡大や緊急事態宣言で、
学校が休校になったり、外出自粛要請がでたり、
生活の中でいろいろな変化が起きています。 
そんな中の「困っていること」をお聞きしました。 

家庭生活の
こと 

学校の 
こと 

こんなことで
困っています 
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◇予定変更についていけないことが困っています。息子は中学校からのたびたび
の連絡に混乱中です。 
（１０代息子・母） 

◇平日はグループホームで一人暮らしをしている本人が、自宅へ戻ってきました。
グループホームにいることができなくなったわけではないのですが、予防のため
に自主的に決めてきたようでした。仕事は物流業に携わっていて、ありがたいこ
とに今も忙しいので、帰りは２１時くらい。ご飯を食べたらすぐに自分の部屋に
戻るので、普段はそんなに気づくこともありませんでした。 
 ＧＷは４日連続の休み。すると、一緒にいる時間が多い分だけ、本人のできて
いないところに、私（母）が気になり、イライラしています。さらに夫も、本人
が油物が好きで隠れて食べていたり、その分運動をすればいいのにしたがらない
ので嫌がります。そんな夫の様子や本人の態度で、私自身が嫌で困っています。 
（２０代息子・母） 

◇感染リスクで、買い物をする店舗の選択が制限されたり（混雑する店は行き難
い）、レジャーでの外出先が制約されています。私（父）は早朝勤務になり、日
中は在宅していますが、職場の在宅勤務化などで仕事の雑務が増えています。 
 マスクや消毒液の購入が難しいことや、手洗いの頻度が上がって雑になりがち
なことも心配です。 
（３０代息子・父） 



発達障がいのある子を育てている 
お父さんお母さんに聞いてみました 

学校の休校解除やお店の営業開始の見通しが立たな
いなど、今後の状況がつかめない…。 
生活の中で「心配なこと」をお聞きました。 

家庭生活の 
こと 

こんなことが 
心配です 
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◇今後、長引くことが心配です。自粛が続くとメンタル面も心配です。万が一感
染しても隔離できないし、家の中に何日も居続けるのはとても難しいです。 
（２０代息子・母） 

◇活動が減っているので、この状態が長引くと、体力が低下するのではないかと
心配です。 
（２０代息子・母） 

◇息子の施設の通所は自粛となり、５月から週３回の通所再開の予定ではありま
すが、家で過ごしているので生活リズムが崩れそうです。起床・就寝・入浴など
の時間がずれてくると思います。 
 家族が感染しないか心配です。特に、買い物に行く機会が多い妻の感染が心配
されます。自宅療養、待機の方法、家庭内感染予防策、色々なことを考えます。
感染リスクの増加や、感染に伴う差別の心配、様々な店舗の廃業や倒産。事後の
社会生活が貧弱にならないかも不安です。 
 万が一、息子が感染した場合を想定すると、対応策に窮します。親が感染した
場合の不安も大きいです。家庭内隔離は不可能で、本人の場合は、ホテル療養、
軽症入院も拒否される可能性が高いと思います。そうなると親が感染覚悟で自宅
で看護することになると思います。感染症の早期診断手法が家庭で実現できるよ
うになるとよいのですが。 
（３０代息子・父） 

◇九州内の他県に一人暮らしの母（息子の祖母）がいて、週１ペースで夫と二人
で様子を見に行っています。目に見えないウイルスとの戦い。「もし私たちが感
染したら」「母にうつしたら」とか考えると不安です。デイサービスに通ってい
るので「利用者やスタッフにうつしたら閉鎖するようなことになるかも」とか考
えてしまい、どうしようもなく心配になってしまいます。息子も祖母に会いたが
りますが、無症状で感染しているかもしれないと思うと怖くてやめさせています。 
（２０代息子・母） 

◇服薬の関係で転院予定でしたが、候補の複数の病院が新患予約を止めています。
紹介状があっても緊急事態宣言の期間内は難しいとのことでした。今の主治医か
らお薬をだしていただける間に、制限が緩和されてほしいと願っています。 
（１０代息子・母） 
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ご本人の 
不安や不調 
のこと 

◇息子の不安やうつ症状が強まっているように感じます。もともと、災害や戦争、
人の死を連想させる物事に恐怖があります。これまでは、「今、自分に起きてい
ることではないため、過剰に怖がらなくてもよい」と頭で理解し、怖さをおさえ
てきましたが、今回はまさに身近なことなので、日々何に対しても恐れながら生
活をしています。 
 「外出自粛と言っても、家族の誰かは最低限外に出なければいけない。その時
に感染リスクがある。すると、自分が家にいても、当然リスクがある。どうせ罹
るなら、さっさと罹って死ぬでもどうにでもなった方がよい」など、時々叫んで
騒いでいます。 
 叫んでいる分には、不安を外に出せるだけよいのかな、と私は傍から見て思っ
ています。時間はかかりますが、息子は自分で落ち着きを取り戻していますので。 
（１０代息子・母） 

◇息子は、様々なことへの意欲を失い、不眠気味のように思います。休校と同時
に、好きな活動の場も休みになり、楽しみにしていたことも中止（この「楽し
み」のために３学期を頑張っていた…）、何に対しても意欲を完全に失っていま
す。「これまで楽しめていたことが楽しめない」「何がしたいかわからない」
「もう何もしなくていい」「学校も行かなくていい」などなどと、ここ１か月ほ
ど言っています。緊急事態宣言の期間が明けたときに、すぐに以前の生活に戻る
のは難しいと予想しています。 
（１０代息子・母） 



生活習慣 
・ 

余暇の工夫 

外出自粛要請などで、家庭での過ごし方にも変化が
あります。ご家庭で工夫していることや、活かされ
ている工夫などお聞きしました。 

今、こんな工夫 
しています 
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◇息子は、日常的に洗濯や掃除などの家事をやっているので、家にいてもやるこ
とがあり、生活がそこまで変化していると感じなくて済みました。「活動がお休
みになっているだけ」という状況で、ゲームやＤＶＤなどを楽しんでいます。ま
た、ポケモンＧＯのおかげで家族との散歩も楽しめています。 
 緊急事態宣言の延期などについては、息子にわかりやすく伝えると納得してい
ました。例えば、「今までと同じようにお母さんの車で行きます」とか伝えると、
受け入れてくれました。 
（２０代息子・母） 

◇ＧＷは家族３人が休みだったので、食事は２回、朝昼一緒のブランチ、その後
運動をして夕方は明るいうちから夕食にしました。ブランチのあと、それぞれ今
日の運動の予定を発表し、紙に書いて貼り出します。例えば、踏み台昇降１時間
とか、１５階の階段の上り下り１０往復とか。 
 クリアしたら、近所のおいしい料理を注文し、１６時くらいから夕食。コロナ
の影響で、いつもだったら配達しないようなお店のできたて焼き鳥や唐揚げなど
を食べることができました。明るいうちからアルコールを飲み、夕食をとること
ができたのは、とても贅沢な気持ちになりました。また、片付けが早く終わり、
夜が長く使えるので、トランプをしたり、好きなテレビをゆったりと見たりしま
した。 
（２０代息子・母） 

◇工夫らしい工夫はしていません。息子は、ルーティーンで落ち着くので、ある
程度決まった時間で動いて、それぞれの日々の仕事、当番をこなして、基本の
ルーティーン通りに生活しています。 
（１０代息子・母） 
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◇家でホットケーキやお好み焼きなど、親子で一緒に作って楽しんでいます。 
 タブレットでYouTubeなど、一緒に見ながら少しずつ操作できるようになりまし
た。好きな動画を選べるようにもなり、動画を見ながら一緒に大声で歌っていま
す。 
（２０代息子・母） 

◇毎日１度は屋外に出るようにしています。基本は、毎日町内１周の散歩（約２
㎞）です。従来、隔日で行っていたものを毎日に変えました。もともと本人も好
きな日課だったので、スムーズに実行できていて、本人のメンタルは安定してい
ます。 
 私の仕事が休みの日は、混まない公園に出向いて散歩をしています（約４㎞）。
途中、小さな混んでいないスーパーに立ち寄って、ミニ買い物をしています。毎
週、大型スーパーでの買い物を楽しみにしていましたが、それができなくなった
ことは、ストレスになっています。 
（３０代息子・父） 

その他 

◇食事のおかずやおやつに本人の好きなものが入るように気を付けています。食
事がより楽しいものになるようにしています。 
（３０代息子・父） 

◇子供が必要以上にコロナウイルスの情報に触れないようには気をつけています。
ひとりで記事を読んで不安になるのではなく、親子で徹底的に調べる。教え合っ
たり、話し合ったりして情報を整理し、不安を減らすなど、工夫しています。 
（１０代息子・母） 



発達障がいのある子を育てている 
お父さんお母さんに聞いてみました 

あらためて感じた子どもの成長など、うれしい
エピソードをお聞きしました。 

できている 
こと 

こんな意外なことが 
ありました 
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◇ハンドソープを使っての手洗いが習慣づけられました。 
 また、以前から近所を散歩していましたが、今は人通りが少ないので、歌を歌
いながら歩くことがとても楽しそうです。 
（２０代息子・母） 

◇マスクの着用や手指の消毒など、すんなりと受け入れてくれました。 
（２０代息子・母） 

◇息子が気分の良い日は食事を作ってくれます。私のような目分量ではなく、計
量も手順もレシピ通りに丁寧で、大変おいしくいただいています。不登校、引き
こもりの時期に、彼が食べられるレシピを少しずつ教えていました。 
 こんな時に役立つとは！ 
（１０代息子・母） 

◇一緒にいる時間が多かったので、息子は食事で野菜を多く食べることができ、
以前のように部屋で隠れて食べることがなくなってきたようです。一緒に楽しく
食べる時間を多くもつことができたことは、「よかったなあ」「ありがたいな
あ」と思いました。台所に息子と二人で立つことも今までなかったので、私がホ
ウレンソウを洗って切っている間、本人がカレーの具を混ぜたり、味噌汁の豆腐
を切ったりすることができ、遅ればせながら、食事の分担ができた感じです。  
 今度は、二人で立っても動きやすいように、台所の片付けもしなきゃ、した方
がいい、しようと、早速取り組みました。 
（２０代息子・母） 

◇今年に入って、妻が１か月ほど入院していて、施設の短期入所を利用しました。
おかげで施設での独居を経験していて、一人で過ごす生活ができるようになって
いました。 
 普段は嫌がってしなかったマスクをきちんとつけて、買い物や散歩に行けるよ
うになりました。以前はすぐに外して、いつの間にかなくなったりしていました。
アルコール消毒も嫌がらずにちゃんとできています。 
（３０代息子・父） 



困っていることや不安に思っていることなど、いろ
いろあるけれど、「今親として感じている率直な気
持ち」をお聞きしました。 

今の気持ち 

◇今までの生活のありがたさをひしひしと感じています。たくさんの人に支えら
れて生きていることを思い知らされました。感謝の気持ちを忘れないために、い
い機会だったとも思います。 
（２０代息子・母） 

今、親として 
感じていること 
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◇感染の不安の中、できるだけ変化のない生活を作れるようにと、作業所が休ま
ず運営してくれていて、親も本人もとても助かっています。 
（２０代息子・母） 

◇我が家はアウトドア派で、外での楽しみは多いのですが、子どもが家の中で楽
しめることを増やしておけばよかったと痛切に感じています。 
 親の不安やイライラは、子どもに伝わります。一人に伝わると兄弟にも伝わる
ので、できるだけフラットでいる（そのように見える）ように気をつけています。
もう少し、子どものメンタル面をフォローしたいのですが、そこまでできていな
いので、方法を模索しようと思います。 
（１０代息子・母） 

◇普段はグループホームで生活しているので、今回は家で一緒に過ごす時間が
たっぷりとありました。なので、今更ですが、「いつもさせたいな」「教えな
きゃ」と思っていたことを実現できるいい機会となりました。 
 トイレをウェットシートを使ってきれいにする方法、ホウレンソウの胡麻和え
の作り方、猫の水飲み皿の洗い方など。これらが言われなくてもできるように、
自分の家での仕事として促されずにできるように、自分のものとなるように、親
としても工夫が必要だなと感じているところです。 
（２０代息子・母） 

◇ワクチンと治療薬を早期に解決してほしいと思います。現状では、たぶん受け
入れを拒否されてしまうので、当事者が感染した場合の初期医療の確保もお願い
したい気持ちです。発達障がいのある方の感染事例の有無や、他県の入所施設で
の集団感染後の治療や感染防止の状況を知りたいです。 
 平安な日常に早く戻ってほしいです。 
（３０代息子・父） 



発達障がいのある子を育てている同じような立場の
ご家族や発達障がいのある方に対して、 
「今伝えたいこと」をお聞きしました。 

伝えたい 
こと 

みなさんに 
伝えたいこと 

06 

 
 
 

発達障がいのある子の 
お父さんお母さんに聞いてみました〈 Part３〉 

 

◇このような状態なので、私も直接友人と会ったりすることができません。それ
でも電話やＳＮＳでなるべくつながって、愚痴を言いあったりして、あまり無理
しないで過ごしてもらえたらいいと思います。 
（２０代息子・母） 

◇スケジュール（To Do list）など、日ごろから取り入れて、変化への対応も学習
しておくとこうした大きな社会生活への変化へも対応できると実感しました。 
 また、家庭での役割や余暇を持っていて、よかったと思います。 
（２０代息子・母） 

◇緊急事態宣言の中、関東の方では地震も頻発し、九州でも小さな地震が起こっ
ています。そんな中、どう気持ちを保ったらいいか分からなくなります。さらに、
学校再開の見通しも立たず、お子さんのことでも不安で仕方がない方もたくさん
いらっしゃると思います。 
 先日は、関東の親戚に電話をしました。思いのほか明るい声で安心したところ
でした。そうでした、気持ちを声に出したら、話をしたら、笑ったら、気持ちが
ずいぶんと楽になりました。こんな時、電話をしよう、顔を見ながら話せたら
もっと楽しいなと思いました。 
 そして、私はミニトマトを育て始めました。楽しみができました。 
（２０代息子・母） 

◇笑顔を絶やさないようにしましょう。厳しい環境ですが、ストレスに負けない
よう、本人・ご両親・兄弟姉妹のメンタルヘルスに充分気を配って、家庭が暗く
ならないように感情のコントロールに努めていただきたいと思います。 
 当事者の落ち着きが維持できないようであれば、普段利用している施設に、遠
慮しないでヘルプ（支援）をお願いしてください。決して、ご家族だけで抱えこ
もうとしないようにしてください。 
 ご家族全員の気分転換の方法を何か見つけましょう。父親が仕事で不在の日中
は、母親ひとりで面倒を見ることになり、相当なストレスがかかると思います。
ストレスケアをしてあげてください。…家事の手伝い、肩もみ、感謝の声かけ、
話をきちんと聞くなど、様々。 
（３０代息子・父） 



TEL ：092-845-0040  mail：youyou@fc-jigyoudan.org 
 
発達障がいのある方やそのご家族などの総合的な相談窓口です  
相談は平日（祝日、年末年始を除く月～金）の９～１７時に対応しております  

福岡市発達障がい者支援センター 
（福岡市社会福祉事業団） 
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 Part1・Part2と続き、Part３まで、ペアレントメンターさんたちからたくさんの

コメントをいただきました。読み手の皆さまには、いろいろなお気持ちを持って

ご覧いただいたのではないでしょうか。 

 

  発達障がいの方は、その障がい特性上、変化が苦手、見通しが持てないことが

苦手だと言われます。今回のコロナ禍はその最たるものです。戸惑い、混乱、ト

ラブルがあって当然だと感じます。そんな中、「いい変化は何もないけれど、何

とかやっています」という声にも、たくさん出会っています。「何とかやってい

る」。これはすごいことです。トラブルや浮き沈みは時々ありつつも、この先の

見えない大きな変化の中、何とかなっている。背景には平時からのご本人やご家

族の工夫、気持ちの切り替えのコツ、たくさんの頑張りや配慮があることと思い

ます。 

 もちろん、愚痴やヘルプは口に出してください。何とかならないことも当然あ

ります。気持ちが落ち着かないこともあるでしょう。抱えず、話しましょう。遠

慮なく相談してください。 

 

  今回は緊急事態宣言に伴う生活の変化、感染防止対策の中の生活などについて

コメントをいただきましたが、私たちも一支援者として胸が熱くなったり、ハッ

とさせられたり、ふだんからの基本の支援についてたくさんのことを考えると同

時に、新たな気持ちになることができました。読み手の皆さまにも、同じような

気持ちを感じていただけたら幸いです。                       


